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1 .はじめに

かつて発音指導といえば，個々の音のマスタリーを主眼に置いたものであったが， Pennington 

の指摘するように (207)，communica tion及び interaction理論の台頭とともに， リズム・スト

レス・イ γ トネーショソ等の suprasegmentalfeaturesを中心に据えた discourse-basedの指導

が，近年主流になりつつある。このいわゆる bottom-upから top-downへの発音指導の推移は，

主に最近の Sociolinguisticsの成果に負うところが大きいのであるが，本研究は視点を変え日本

の学校教育の現場から，実際の中学校の授業分析を基に， suprasegmental features指導の重要

性を明らかにしようとするものである。

2 .分析方法

対象とした授業は，広島大学問属中学校3学年の 3つの授業(1つは教師，残り 2つは教育実

習生によるもので，録画の後，忠実に記述され，その中から発音指導上，最初のステップであり，

なおかつ最も一般的な形態である，教師によるモデル提示→それに続く生徒(全体)の choral

repetitionに焦点をあて，モデルと生徒の performan田聞の「ずれ」を中心に分析を行った。こ

の「ずれ」とは，与えられた音戸と生徒の再生力とのひらきを示すもので，この点に関して， native 

sp回 ker3人を含む複数の目と耳で検証を行った。なお，ここで言う教師によるモデルには，テー

プ・レコーダーによるものも含めることにした。

3 .分析結果

図1は基本文型の音読練習におけるモデルの音調と生徒の音調を， Prator及びTrager& Smith 

の表記法に従って，忠実に表記したものである。

図 1

[リズム・ストレス・イ γ トネーショシに関するもの〕
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実際の音戸なしに，紙面上でモデルと生徒の反応のずれをif?き表すことには.かなりの制約は

あるが，以上の8例のどれを比較しても，生徒がモデルの音調に対して尖に敏感に反応している

ことがわかる。例(1)~(4)はいわゆる接触節の文型であるが，主的認を合む ìì1J5の上にストレスを

きちんと置いて生徒は発音しており，特に(4)では‘ 1w の上に前伎の文原(ここでは刀き記して

いないが)からストレスがくるのだが，生徒は素直にここにストレスを置いて音誌を行っている。

同じようなことは(6). (7). (8)写でも見受けられ，例えば(6)では，教師が文尽をJ7え(これも省略).

"you"にストレスを置いて発話すると，きちんとそれに従っていることがわかる。イソトネー

ショ γに関しでも，同じように生徒のほぼ正確な追随が見られる。 (8)はその良い例である。

次は本文の音読練習における例であるが，同じようにモデルと生徒の反応問のずれを検証して

みた。なお，この比較でモデルがテープとなっている本文の百"'iHl<J己は，教科書のものを，その

まま借用した。

[本文の音読練習における例]
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図 2
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生徒の repetition(全体)
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この比較からも， suprasegmental featuresに関して，生徒が比較的正確に従っていることが

伺える。例えば， (1)のテープによるモデルでは 2行目の“Assoon as he got. home"の箇所

の“home"にストレスが置かれ，生徒もそれに従っているのだが，このテープによるモデル提

示直後の教師による音読で，教師が“got"にストレスを移動して読めば，ためらうことなしに

生徒もこれに追随している。又， (3)， (4)の場合にも 5行目の“MotheraildJane"の箇所で，

教師がテープとは違って tertiarγlevelのpitchで文章を始めると，同じような pitchで音読を

始めている。

このように， suprasegmentalのレベルでは，生徒の反応は実に素直であるという結果を，今

回の分析は示している。これはとりもなおさず，授業中のモテゃルの影響力の強さを証明している

ことになる。

しかしながら，今回，参考のため同時に分析した segmentalfeaturesの領域では，図 3にあ

るように， native speakerがコミュニケーション上問題ありとしたエラーが数多く見受けられ

たことも事実である。なお，図3は提示モデルの後の生徒による repetitionの中のエラーの数例

であり，下線部がエラー箇所を示している。

図 3

[個々の音に関するもの]

(1) ---， you'll find the ~ity college on the right. 

(2) resour盟S

(3) rich 

(4) 旦並豆旦1
(5) Is that the clock your brother gave you? 

(6) They looked at themselves in the mirror for a long time. 

(7) 1 ha盟 some血ingto show you. 

(8) ¥Vedn路 day，April twenty-fifth 

(9) Mo生erand Jane got企皇ssesmade in Fr~næ. 

同 Let's回 onthe dress田 Fatherbrought us， Mother. 

凶 S叩t豆rland

U~ themselves 

日一，hefound in Afri回 nart. 

凶ー，whosewQrks changed the history of art. 

これも実際の音戸なしには説明しにくいが， (1)， (2)は /8/の発音に関するエラーであり， (3) 

のrichは，短母音の/1/が長音化され reachとnativeの耳には聞こえ， (4)のnaturalにし、たっ

ては，語頭の /n/音と，語中の /t/音が弱いのか， native 3人が3人とも旧約聖書の Joshuaと

聞こえると指摘をしている。以下省略するが，このように segmentalfeatur田の領域とは対照

的に，自分なりの発音を堅持していることがわかるのである。つまり，この領域では生徒の追随
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性は余りなく，むしろモデルと生徒の聞には大きなずれが存在することが確認されたのである。

以上の結果から，逆説的な見方ではあるが， suprasegmental f，回turesの指尊はー設に考えら

れている程，難しいものではなしむしろ生徒側の受け皿はできているのではないかと考えられ

るのである。考えてみれば，現在の生徒はいろいろな mediaを通して英語の音声を耳にしてい

るのである。特に音楽からの影響は大きいのではないだろうか。個々の音に関しては問題は多い

だろうが， リズム等の問題に関しては，むしろわれわれより柔軟な耳を持っているのではなL、か

とさえ思えるのである。 Kelly(61)によれば，発音指導は intuitiveなapproachとanalyti回 lな

approachに分かれるという。今回の分析結果で明らかになった生徒の suprasegmentalfeaturs 

の領域における追間性を踏まえれば，この領域の指導では， analyticalな側面も，もちろん大切

ではあるが， intuitiveなapproachも有効な側面を持つことが示されているように思われる。さ

らには，その段階におけるモデルの役割は一層重要になると考えられる。以上が，分析結果から

得ることのできた発音指導に対する教育的な示唆である。

6.おわりに

今回の分析は，教室における生徒の実態を踏まえたアプローチであったが，今後とも理論研究

とともに，この領成に関して研究を進めて行くつもりである。
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